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生体内発現発がん物質に対する桂ウリのがん予防作用 
Chemopreventive activity of traditional etable materials, Katsura-uri, 

against Advanced glycation end-product induced carcinogenesis 
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It has been essential problems for diabetes related complications that patients in diabetes prevent from 
development of induced Advanced glycation end products(AGE). As these reason, we were advancing the 
chemopreventive effects against carcinogenetic potency induced AGE on fundamental study and as a part of an 
intensive study ofbiological activity of Katsura-uri, we studied the functional and useful chemopreventive 
activity of this material on AGE tumor initiator test system. 
 

【目的】 

京伝統野菜である桂ウリに関して、これまでがん予防の基本的な試験法である、化学発がん物質を

用いた方法で、有効な結果が得られた。またこの素材の他の生物活性として、糖尿病疾患に対しても、

有用であるとの報告が示されている。そこでこの素材のより幅広い評価を目的に、糖尿病疾患での合

併症のひとつとされる後期段階生成物による、発がん発現に対する作用について検討した。 
 

【方法】 
市販のヒトアルブミンとグルコースを用いて、生食塩水中で反応し、後期段階生成物、Advanced 

glycation end-products(HAGE)を作成、それを発がんイニシエターとした。その予防の検討として、桂

ウリの生物活性成分であるメチルチオ酢（MTA）の 0.025%の水溶液を被験物質として背部皮膚を剃毛

したマウスに、HAGE の３回塗布前後、１週間自由摂取させ、その作用を評価した。HAGE をアルブ

ミン量として 100μg をマウス皮膚に塗布、その１週間後より TPA を１μg、週２回、２０週間継続処理

して腫瘍の発生率ならびに発生数を観察し、通常の飲料水のみの群と比較した。合わせて紫外線吸収

スペクトルを用いて、後期段階生成物の産生段階においてもその抑制作用を検討した。 
 

【結果】 
MTA を用いて、後期段階生成物の産生段階、また生成物での発がん段階での効果を検討したところ、

産生段階では吸収スペクトルによる差が認められ、メイラード反応段階での効果が確認できた。腫瘍

発現の検討でも TPA 塗布後２０週目において、腫瘍発生率は４０％、腫瘍数は５０％の抑制を示した。

これらの結果は、重症糖尿病疾患においても発症するとされる腫瘍に対しても、この素材が有用であ

ることが示唆された。 
 

【結論】 

現段階で、この素材には糖尿病疾患にも健康保持として、有用に作用することが示唆されることか

ら、今回の結果は重症糖尿病疾患で誘発されると思われる発がん物質に対しても有用性を示す可能性

により、この素材のその幅広い生物活性が推察される。また、この結果により治療重点から予防とし

ての方策の活用も、重要な選択肢と考えられる。 




